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1955年，永吉は宮崎県産の狸を多数検査し，その小腸

から２種の鉤虫を採集し，共に新種であるとしてＡ"Qy‐

Joszo,"αハ"s〃αe"se(狸アンキロストーマ）およびZW

azZo'wzjiya亀α肱"siｓ（狸ネカトール）と命名記載した．

このうち後者についてはその後，新門（1959）がその感

染幼虫の形態について記述を行なったが，それを除いて

は全く研究が行なわれておらず，われわれも検討を行な

っていないので将来の問題として残し，本論文では専ら

前者について述べることにする．なお，狸アンキロスト

ーマという和名についても一考を要するので，本文中で

はＡ・ｈｚＭ"“"Ｓｃを用いることにした．

さて，上記の永吉（1955）の記載より以前に，Ｙａｍａ‐

guti（1935）は京都産の狸から鉤虫を見出し，Ａ'zQyb

szo,"αけαz/Z/e,zseと同定記載しており，これをもとに

してSystemaHelminthum（Yamaguti，1961）におい

ては，永吉のＡ、肋s〃αe"ＳｃをＡ、６ｍ之伽"Ｓｃの

synonymとして取扱っている．また，野田（1951）も

兵庫県の狸から得た鉤虫をＡｂ７ａｚｉＺ/c"Ｓｃと同定し，

学会に報告した．このような背景のもとにわれわれの研

究が行なわれた．すなわち，1957年に吉田は，岡野が京

都市の野犬255頭から採集した多数の鉤虫をくわしく検

査しているうちに，１頭の野犬から，２対の歯牙をも

ち，かつ交接嚢の形態がＡ・ｃＪ"oじん"ルと異なる小形

の鉤虫雄１隻，雌１隻を見出し，精査の結果，それらを

Ａ・た“/"zae"Ｓｃと同定し，２対の歯をもつ他の鉤虫と比

較しながらこの鉤虫の形態を記述し，本種が独立種であ

ることを示した（Yoshida，1965)．さらに同論文におい

て吉田はＡ６〆α電/此"ＳｃとＡ・ｃｅｌｙ〃"〃'〃がそれぞ

れ独立種であるというBiocca（1951）の説を，新しい

鑑別点を示して支持した．

一方，われわれは京都府下の狸を集め，小腸を検査し

てみると，Ａ・虎２Ｍ'zae"Ｓｃが高率にこれに寄生している

のを認めた．また，Yamaguti（1935）の記載した京都

の狸から得たというＡ６ｒａｚｉ雌"Scの図，とくに交接

嚢の肋条の配列をみるとＡ、６〆α汎/e"Ｓｃではなく，

Ａ、ｃａｙｍ"伽ﾌﾞﾉｚかＡ、肋s〃αc"Ｓｃのどちらかと思われ

る．また野田（1951）が兵庫県の狸から得てＡ・けα迄ノー

Z/e"Ｓｃと同定したものについては，同氏の好意によりそ

の標本を得て検査したところＡ、AzM)zae'zseと考えら

れた．このような所見からＡ・た【`s〃αe"Ｓｃは宮崎県の

みならず，わが国にかなり広範囲に分布し，主として狸

に寄生している鉤虫と思われる．著者らの経験からＡ・

た2Ｍ,2αe"Ｓｃに最も近似した種はAcayZα'2/α`''2と考

えられる．以上のような見地から，この際Ａ､ハ２Ｍ"α‐

e"Ｓｃについてもっとくわしい研究が必要であると考え，

成虫，感染幼虫の形態はもとより，本虫を仔犬に感染さ

せ，その生活史についても検討を加えることにした．

材料ならびに方法

本研究においてＡ・たzM7zac"Ｓｃの成虫の形態観察に

供した材料は次の通りである．１．本虫の模式産地であ

る宮崎県南部産の狸に自然感染していた成虫．これは永

吉康祐博士の好意により送付されたものである．２．野

田亮二博士の好意により送付された兵庫県産の狸に自然

感染していた成虫．３．京都府下で捕獲された野犬に自

然感染していた成虫．４．京都府北部産の狸に自然感染

していた成虫．５．上記４をOriginとして実験室内で仔

犬に感染させ，継代保存している系統の成虫．

感染幼虫は必要に応じ，上記５にのべたＡ・AzM"α‐

e"Ｓｃ感染仔犬の便を濾紙培養して得た．しかし比較形

（２１）
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染の諸報告にみられる虫体よりかなり大きい(Yoshida，

1971ａ)．さてＡｉｚＭ"αe"Ｓｃの雄虫において，貯精嚢

(seminalvesicle)は頭端から３．１ｍｍ（自然感染群）な

いし3.8ｍｍ（実験感染群）の距離にその前端があり，

嚢の長さは０．８ｍｍ(自然感染群）ないし０．９ｍｍ（実験

感染群）で，嚢の幅は，それぞれ０．１５ｍｍないし０２

ｍｍであった．交接刺(spicule）l±細長く，左右ほぼ同

長で，先端は針状を呈し(図13)，副刺(gubernaculum）

は図12の如き形態で黄褐色を呈していた．それぞれの計

測値は表１に示す通りである．一方雌虫における各部の

計測値は表１に示した通りであるが，雌虫尾端には，平

均22」uの長さの練(mucron)を有していた(図14)．

Ｂ口腔

口腔の大きさは表１に示す通り，やはり自然感染群の

ものより実験感染群の方がやや大きい．また図１から図

５に示す如く，口腔の辺縁背側（図の下方）にはＵ字形

の切れ込み(incision)があり，その左右の辺縁にはＡ

６γQＭｉｅ"Ｓｃにみられるような小結節はない（Yoshida、

1971ａ)．

腹歯（ventralteeth）の形態は本種のもっとも大きな

特徴である．すなわち，口腔の腹側（図の上方）に１対

の内腹歯(innerventralteeth）と１対の外腹歯（outer

ventralteeth）とがあり，外腹歯の方が大であるが，こ

の内・外腹歯の水平値における面積を比べてみると，す

でにYoshida（1965）が指摘したように，内腹歯面積を

１とすると外腹歯面積は，Ａ・ＣＪＤ"ぬ"伽では1.3～1.7

(平均1.44)，Ａ、肋s〃αe"Ｓｃでは2.0～3.1(平均2.5)，

Ａ・cqy〃"ic"”では3.8～8.6（平均5.8)，Ａ６ｍｚＺ"‐

e"Ｓｃでは10.1～12.4(平均10.8)で，Ａ・た２Ｍ，zael2seの

内腹歯はＡ・Ｃｇツル"ic""（図24)，Ａ・haziZie"Sｃ（図

25）のそれに比較して著しく大きく，むしろＡ・血。‐

ぬ"伽に近い．しかしＡ・伽加αe"Ｓｃの内・外腹歯は

その形態においても特徴ある輪郭を示す．すなわち，内

腹歯は単純な三角形ではなく，図１～５および26にみら

れるように歯の中央部が膨隆しているものが多く，かつ

Ａ・〃o‘ん"αＪｅにみられるような副歯（accessorytoo‐

thlet）を有するものはない．また外腹歯も単純な三角形

ではなく，Ａ，α"ＭＣ"αＺｅのそれより縦に長く，かつ

Ａ・‘z`oじん"αＪｅのそれが内方を指向しているのに対し下

方を指向し，かつ歯の基底近くの内側において膨隆し，

特異な犬歯状の輪郭を示している．このように本種と

Ａ“oい"ルは歯牙の形態も異なるが，交接嚢の肋条

の形態その他で根本的に異なっている．図１は仔犬に感

態学的研究に際しては，念のため上記の他に，宮崎県産

狸に自然感染していたＡ肋s〃αe"sどの雌虫体の子宮

内卵を培養して感染幼虫を得た．

ＡＡ`ｓｉｍａｅ"Ｓｃの宿主体内発育に関する研究は，経口

感染にあっては，感染幼虫200隻をゲラチンカプセルに

入れて生後２ないし３カ月の仔犬に嚥下させ，一方経皮

感染においては，やはり200隻の感染幼虫を数滴の水と

共に仔犬の鼠躍部皮膚上に約１時間置いて侵入させた．

そして仔犬はその後，経口感染においては12時間から５２

日，経皮感染においては12時間から40日の間の種々なる

時期に屠殺剖検し，ほとんどすべての臓器を検査して虫

体の回収を行なった．消化管内の虫体の回収方法は，消

化管を開いて内容を温湯でよく洗い，かつ手指で粘膜面

をよくこすって粘膜上の虫体を遊離させ採集した．この

際，小腸は８等分して検査した．また，食道，気管の睦

内の虫体の採集も上記の如くした．一方，肺，肝，心，

脾，腎，横隔膜，食道壁，気管壁，筋，消化管壁，経皮

感染にあっては，この他に幼虫侵入部の皮層，などはベ

ールマン装置にかけて虫体を採集した．採集した虫体は

加温して虫体をまつすぐにして殺し，各部位を計測した

のち10％formalin液内に貯蔵した．

成績

1．成虫の形態

Ａ・一般的形態

生きているＡＡｚＭ"αe"Ｓｃの虫体は半透明淡紅黄

色，死亡した虫体は白色を呈し，鉤虫の中では小形の部

類に属する．体表は角皮で被われ，角皮には多数の横紋

理(transversestriation，図15,28)がある．体長は表１

に示す如く，狸に自然感染している虫体は仔犬に実験的

に感染させて得た虫体よりも小さい．すなわち，宮崎県

産狸より見出された虫体の体長は，雄7.82ｍｍ（10隻の

平均，以下同じ)，雌9.12ｍｍ，体幅は雄0.28ｍｍ，雌

0.33ｍｍであり，京都府産狸より見出された虫体の体

長は，雄8.13ｍｍ，雌9.75ｍｍ，体幅は雄0.28ｍｍ，

雌0.34ｍｍであった．これに比し，仔犬に本鉤虫の感

染幼虫を経口的に与え，５２日および60日後にその小腸か

ら採集した虫体の体長は，雄9.75ｍｍ，雌12.53ｍｍ，

体幅は雄0.37ｍｍ，雌0.46ｍｍと大形であった．この

理由はよくわからないが，このような現象はＡｃｅツルー

刀加、およびＡ・ｂ７ａｚｊＺｉｅ"Scにおいても経験してい

る．すなわち，これらの鉤虫を実験的に仔犬に感染さ

せ，約１カ月後に虫体を採集し計測してみると，自然感

(２２）
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TableｌＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆａｄｕｌｔｗｏｒｍｓｏｆＡ"QyZosZo"zα肋ｓｉﾉ"αe"sefromsomesourcesofcollections．

Naturalinfections

inbadgersinMiya‐
zakiPrefecture

Naturalinfections

inbadgersinKyoto
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Experimentalinfec‐
tionsinpuppies

Male

length
Body

width

Buccalcapsulelength

Esophagus length

Spicule length

lengthGubernaculum
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Female

length
Body
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Buccalcapsulelength

Esophagus length

Esophaｇｕｓｔｏｖｕｌｖａ

Ｖｕｌｖａｔｏａｎｕｓ

Ａｎｕｓｔｏｃａｕdａｌｅｎｄ

(ｍ、）

(ｍ、）

い)

(ｍ、）

(ｍ、）

い)
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４
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坐
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０
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＋
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肌
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７
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０
０

８．１３±０．３７

０．２８±０．０３

１２６±１４．５３

０．７７±０．０４

０．８６±０．０６

６６±４．２４

１２±１．１６

８

胡
Ⅱ
肌
Ⅲ
Ⅱ
川
筋

０
０
６
０
０
１
２

＋
一
十
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
’

５
７
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１
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０

、
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１
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●

０
０
６
０
０
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０

＋
｜
＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
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一

⑫
羽
Ⅱ
別
釦
田
咀

９
０
１
．
．
．
、

０
５
２
０

妬
岨
羽
Ⅱ
刊
巧
Ⅲ

■
●
、
●
●

０
０
６
０
０
０
０

＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

５
４
２
７
７
３
１

７
３
６
８
８
６
２

９
０
１
．
．
．
、

０
５
２
０

12.53±０．９７

０．４６±０．０６

１７６±１３．０３

１．００±０．０６

７．０５±０．４８

４．０６±０．４６

０．２８±０．０１

MeasurementsareaverageswithstandarddeviationsbasedonlOwormsoｆｅａｃｈｓｅｘ・

染後60日を経過したＡｌｚＭ'zaelzse,図２は京都府産狸８（兵庫県産狸自然感染虫体)，９(京都府産野犬自然感

に自然感染していたもの，図３は兵庫県産狸に自然感染染虫体)，１０（宮崎県産狸自然感染虫体）に示される如

していたもの(野田亮二博士寄贈)，図４は京都府産野犬<，腹方(図の右)から腹肋(ventralray，これはventro‐

に自然感染していたもの，図５は宮崎県産狸に自然感染ventralrayとlatero-ventralrayの２条が合したも

していたもの（永吉康祐博士寄贈）の口腔とくに歯牙をの)，外側肋（externo-lateralray)，中側肋（medio-la‐

示したものである．teralray)，後側肋(postero-lateralray)，外背肋(exte‐

次に本種の口腔における特徴の１つとして永吉(1955）rno-dorsalray)，および背肋(dorsalray)の順に配列し

が記載した外側大牙の根部の丘状歯様物は，歯齪部を形ているが，本種の特徴は永吉（1955）もその原記載で強

成する内骨賂の一部が透見されたものと考えられ，他の 調しているように，中側肋は外側肋とは大きく離反し，

鉤虫にも存在するが本鉤虫においてはよく発達してい後側肋とは相接している点である．著者の経験した範囲

る．しかし，それが口雲表面に突出するものでないこと 内ではＡ，Ce<ｙｍ'２〃"ｚおよびＡ，〃zaZQyα""柳がこの

は図26の走査電子顕微鏡所見からも明らかである．またような形態を示し，Ａａｗじん"α/e，Ａ６ｒａｚｊ此"Sc，

図には示されていないが，光学顕微鏡で口腔を横から観Ａ、ｃα"伽"'，およびＡ伽,αeﾌﾟｂγｍｅは３本の側肋が

察すると，口腔基底の腹面に１対の三角形の亜腹歯(su‐互に離反している．

bventralteethまたはlancetと称される）があるが， ＡルＭ'２αe"Ｓｃの背肋は図11に示す如く，先端近くで

これは他のAncylostomaにも存在する． 大きく２分し，各々はさらに２分し，その内側のものは

Ｃ・交接嚢さらに浅く２分している．背肋の分枝状態を鉤虫の分類

Ａ肋s/、αe"Ｓｃの交接嚢は他の鉤虫のそれと本質的に役立てようとした報告もあるが，著者の見解では，そ

には同じで，左右の側葉（laterallobe）と１つの背葉れは困難な場合の方が多い．

(dorsallobe)とからなり，肋条(ray）によってささえら、体表の横紋理

れている．肋条の形態ならびに配列は鉤虫の種の鑑別に鉤虫の成虫の体表には多数の横紋理が輪状に規則正し

重要なポイントである．Ａ・たｚＭ，zaelzseの肋条は図６(仔<配列している．Yoshida（1971ａ）によれば，この横

犬に感染後６０日の虫体)，７(京都府産狸自然感染虫体)，紋理の間隔には種によって大′j､があり，Ａ、ｃ日)ﾉZα"/α`''2

(２３）
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虫のレベルで他の鉤虫と鑑別可能かどうかという点であ

る．本鉤虫の感染幼虫の特徴は新門(1959)によれば，被

鞘に著明な横紋理を有する点と，固有尾端が細長く伸長

し，肛門から固有尾端までの距離が平均106.9/(と他の

鉤虫に比べ著しく長く，一方固有尾端から被鞘尾端まで

の距離が１９．９’と非常に短い点である（表２）．しかし

ながら著者らが再び宮崎県産狸に寄生している雌虫体お，

よび京都産狸の系統の雌虫体からの虫卵を培養し検査し

た結果では，Ａ、伽ｓｉｿﾞﾉzae"sどの感染幼虫の形態は新門

のそれと一致する点と一致しない点とがある．すなわち

一致する点としては，被鞘の横紋理がたしかに著明な点

である(図17)．一致しない点としては表２に示した如く

肛門から固有尾端までの距離で，著者らの計測では80.7

±4.6〃(京都ｓtrain)および75.5±3.0β(宮崎ｓtrain）

であって，この値はＡｃｅ(yZα"ic","，Ａ・伽ocJe,ZaZe，

ＡＣα"伽''2などと差があるとはいえない．また固有尾

端から被鞘尾端までの距離も46.8±３．１｣u(京都ｓtrain)，

および48.5±9.2/z(宮崎ｓtrain)であって，新門の測定

値19.9｣ｕとは異なり，むしろ上記３鉤虫の値と差異が

ない．何故このような測定値上の差が生じたか，よくわ，

からないが，さらに今後，他の研究者によって計測され

では７．７～９．８/u，Ａ、６raziZic"Ｓｃでは４．５～５．４/Uであ

り，これは虫体の前・中・後部でほとんど変化はなく，

またformalin，alcohol両固定で違いを生ぜず，さらに

雌雄共にほぼ同じであり，上記両種の新しい鑑別点とし

て提示された．

Ａハ"s伽αe"Ｓｃと，これに形態上最も近いと考えられ

るAcayZα"/c""ｚについて，この横紋理を比較した．

Ａｌ"s/''１αe"Ｓｃの横紋理の間隔を実験感染２６日後の雌

虫体で計測してみると9.5～12.Ｗz(平均10.6/Ｉ)でA

ce:yZα"伽加のそれに比しやや大であった．また横紋理

を走査電子顕微鏡で観察すると，その形態が異なるよう

であった．すなわち，Ａｃｅ､ノル"/α`"ｚの横紋理（図27）

は中央に主溝があり，その両側に副溝が存在し，溝の線

は不規則であるが，ＡルＭ"αe"seのそれ（図28）は幅

の広い１本の直線状の主溝のみからなっており，両者の

間に間隔のみならず形態上の差異がみられた．走査電子

顕微鏡による観察は，それぞれの種について材料をかえ

て２度行なったが，共に上述のような所見を得た．

Ⅱ感染幼虫の形態

Ａ・肋sﾉﾂﾞﾉzae"seの感染幼虫の形態は他のAncylostoma

属のものと基本的に同じである．問題は本鉤虫が感染幼

Table2MeasurementsofinfectivelａｒｖａｅｏｆＡ、んZsi"zae"secomparingwiththoseofA、cJz`o此"α/ａ

Ａ．ｃα"/""'"，Ａ、６raziZ/c"ｓａＡ、cclyZα"/α`，〃ａｎｄＡｋ"sil"αe"seofShinkado（1959)．

Ａ・ｃＪ２`Ｍｅ‐

"αJe

Yoshida

（1971）

Ａ・Ｃａ‐

〃〃〃Z〃Z

Shinkado

（1959）

Ａ、ｂｍｚｉ‐

Zだ"se

Yoshida

（1971）

Ａ・ｃａｙＪａｍ－
ＣＷ〃Ｚ

Ｙｏｓｈｉｄａ

（1971）

Ａ、〃`si7"αe"Sｃ

Distancemeasured PresentinvestigationShinkado

（1959） Miyazaki
strain

Kyoto
strain

Lengthofsheath

Lengthoflarva

Maximumwidthof

sheath

Maximumwidthof

larva

Cephalicendoflarva
fromcephalicendof
sheath

Lengthofesophagus

Length×widthof
genitalprimordium

Genitalprimordium
fromesophagus

fromanｕｓ

Ｃａｕｄａｌｅｎｄｏｆｌａｒｖａ

ｆｒｏｍａｎｕｓ

ｆｒｏｍｔｉｐｏｆｓｈｅａｔｈ

762.9±２３．５

７１９．３±２３．１

２６．４±０．８

654.4

613.6

２６．４

683.1±１７．３

６６２．１±１７．０

２５．５±１．１

704.8±１４．５７１８．１±９．２

６５４．１±１４．９６６６．７±９．０

２５．５±１．６２４．２±０６

758.3±１５．３

７１２．１±１５．０

２７．８±１．０

703.6

661.1

２５．４

２２．９±０．４２２．１２１．５±０．７２２．６±０．５２１．８２１．０±１．５２０．６±０．７

３．３ 1.1３．８±１．１２．９±１．５

177.9±４．６１４９．２

１１．６×５．８１５．９×８．３

２３７．６±１４．９２１１．７

２０６．８±１１．２１７０．２７

８５．５±３．１８２．２

４３．６±４４３６．８

７
８
１
２
９
２

３
４
１
０
１
２

１
１

＋
一
×
士
十
一
十
一
十
一

８
６
１
０
３
９

１
１
２
８
９
０

６
１
３
８
６
２

１
２
１

168.9±４．４１６２．４

１２．３×５．３１６．６×７．８

２４９．０±１２．８２４４．５

１９７．６±９．３１７３．５

８４．３±２．７１０６．９

４６．２±５．４１９．９

164.8±４．０１６７．８±６．７

１３．０×６．４１１．５×６．８

２１１．８±１２．６２３２．４±９．２

１８１．８±１０．３１７９．５±５．４

８０．７±４．６７５．５±３０

４６．８±３．１４８．５±９．２

Measurementsareindicatedinmicronwithstandarddeviations．

（２４）
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ることが望まれる．

感染幼虫の頭部は図16に示すごとく，被鞘の前端は丸

{味をおび，虫体の前端はやや平坦となっている．咽頭の

'槍形構造は不著明で，他のAncylostoma属のものに似

ている．また，生殖原器(genitalprimordium）が腸管

の中央より後方に位置している点も他のAncylostoma

総属のものに類似している．

被鞘に明瞭な横紋理を有するのは，著者の経験では

Ⅳ.α'"ericα"“，Ａ・ｃｅｌｙｍ"iα`"Z（Yoshida，１９７１ｂ)，

そしてこのAizZsi"zae7zseである．Ⅳ.α"ze7icα"２４ｓは

Necator属に属し，横紋理はＡ、ハｚＭ"αelzseに似る

が，その他の点は大いに異なるので鑑別に苦慮すること

はないが，Ａルィｓｉ''Zae"Ｓｃに最もよく似ているのはＡ、

`ＣＱy/α"iα"'ｚと考えられる．Ａ・CCDノル"/α`"ｚの方がやや

体長が大である点を除いては，感染幼虫のレベルでの鑑

I別は非常に困難であるといわざるを得ない．

IIL虫卵の形態

ＡＡ"s〃αど"Scの虫卵は図18に示す如く，宿主の新鮮

な糞便内に見出されるものは４分裂を示すものがほとん

どである．虫卵の大きさは長径６４．６１u，短径38.8/（(４０

鍋個の平均）で，他種鉤虫と虫卵の形態で区別することは

'困難である．ただしＡ・’'zamkyα"""ｚの虫卵は大形で，

かつ細胞分裂が進んでいるので区別できる（吉田，未発

-表)．

Ⅳ、宿主体内移行と発育

著者らは予備実験において，このAAZ`s/"'αe'２sｅの

陸感染幼虫を生後２～３カ月の仔犬に経口的に与えると，

よく感染し，多くの幼虫が成虫にまで発育し，その後も

数カ月にわたって排卵をつづけることを認め，仔犬は本

：鉤虫にとって極めて好適な宿主であることを知った．そ

こで，このような仔犬を用い，これに本鉤虫の感染幼虫

を経口的および経皮的に接種し，幼虫の宿主体内移行経

路をたしかめ，また成長発育の過程を追い，本鉤虫の宿

主体内における生活史の全貌を明らかにし，さらに本鉤

虫にもっとも類似していると思われるＡ、ｃｃｌｙｍ"iα"〃

との差異を追究した．

Ａ・経口感染

生後２～３カ月の仔犬（体重1.5～３ｋｇ）２０頭を用意

し，各々にＡ・た"siwelzseの感染幼虫200隻をゲラチン

カプセルに入れて嚥下させた．その後，表３に示す如く

12時間後から52日後までの種々の時期に仔犬を屠殺し，

,ほとんどすべての臓器を検査して虫体の回収を行なっ

た

感染幼虫投与後12時間で剖検した例では，胃および小

腸の壁からベールマン装置で遊出してきた第３期初期幼

虫が29隻，小腸の下部の腔内に存在していた未侵入と思

われる幼虫が６隻であった．２４時間後では，見出された

幼虫はすべて冑および小腸の壁内に侵入しているもので

あった．２日後，すなわち48時間を経過すると，既に多

数の幼虫が第３回の脱皮を終えて，第４期初期の幼虫と

なっていた．それらは胃および小腸腔内に54隻も見出さ

れた．しかし，この時点で胃・小腸の壁内にも若干の第

３期ならびに第４期幼虫が認められた．３日後の所見も

ほぼ同様で，小腸腔内ではすでに多数の第４期幼虫が発

育を開始しており（図19,20)，一方小腸壁からもかなり

多数の第４期幼虫と第３期幼虫とが検出された．

著者らはすでに，Ａ､α"o此"αZe，Ａｃｑｙｍ"/α`"１，

Ａ６ｒａｚﾉﾙﾉzseなどで，感染幼虫は経口投与後，胃・小

腸の腔内で脱鞘し，第３期幼虫となり，主として小腸上

部の粘膜内に侵入し，ほぼ粘膜筋板にまで達して２～３

日そこに止まり，第３期の発育をとげ，原始口裏を有す

る第４期幼虫となって小腸腔内に現われるということを

述早ぺてきた．このＡ・肋s/"zae'1sども，感染初期の消化

管内での行動をみると，上述の３鉤虫と同じく，感染幼

虫は脱鞘ののち，小腸あるいは胃の粘膜内に侵入し，早

いものは２日後には第４期幼虫となって粘膜から小腸腔

内へ現われてくるようである．

その後小腸腔内において第４期幼虫は，その原始口裏

で腸絨毛に吸着し，盛に摂食して発育し，６日後には多

くのものが第４回目の脱皮を終えて第５期，すなわち成

虫の体制をとるに至る．これらは未熟成虫である．未熟

成虫は，その後盛に吸血し，感染幼虫投与後13日には宿

主の糞便内に，はじめて虫卵を検出するようになる．

仔犬体内でＡＡＺＭ'2αe"Ｓｃの感染が成立し，成虫に

まで発育する率は表３の13日以後に示した如く36％（７２

隻）ないし82.5％（165隻）で，平均54.3％（108.6隻）

であった．仔犬はＡＡ"s/"2αe'１sｅの好適な宿主である

ということができる．

Ｂ・経皮感染

生後２～３カ月の仔犬17頭を用意し，各々に対し，

200隻の感染幼虫を鼠躍部皮膚上に数滴の水と共に約１

時間置き，幼虫を侵入させた．１時間後において,侵入せ

ず皮膚上に残存している幼虫を数えてみると，表４に示

す如く，８～67隻で,残存率の平均値は14.7％であった．

仔犬皮膚上に置かれた感染幼虫は被鞘を脱して皮内に

侵入するのであるが，この幼虫接種12時間後に剖検した

（２５）
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Table3MigrationanddevelopmentofA・勉s〃αe"selarvaeinpuppiesafteroralinoculation1)．

Number2）anddevelopmentalstage3）ofwormsrecoveredfrom
Days

after

lnocu-

lation

Sex

of

host

CavityofalimentarycanalTissueofalimentarycanal

ＴｏｔａｌSmallintestineSmallintestine
Sto‐

ｍａｃｈ
Ｓto‐

ｍａｃｈ

ＩⅡⅢⅣＶｉ￣ ＩⅡⅢⅣＶⅥⅦⅧ

５
４
０
６
８
６
７
８
９
８
７
３
１
２
７
５
３
２
２
２

３
４
６
６
３
０
０
０
６
１
６
６
８
０
２
６
９
７
９
８

１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１

０
０
０
０
０
０
９
６
０
１
０
０
０
１
０
２
０
０
２
０

１
０
１
０
０
５
２
８
２
１
２
０
１
２
０
１
０
０
２
３

４

１
０
６
２
６
巧
皿
咄
町
Ⅲ
別
別
仙
甜
町
羽
朋
師
洲
加

２
１

６

２
０
Ｊ
１
０
７
，
２
７
声
、
１
０
０
３
２
４
０
０
７
１

１
５
３

３
１

１

Ｊ７

２
０
７
０
２
５
，
４
４
１
４
７
１
２
４
６
６
７
８
６

２
１
１
４
６
２

４
１
５

３
３

匹

０
０
２
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
５
裂
班
⑫
１
“
船
１
０
９
１
４
２
０
３
５
０
０
０

２
１

３

１
７

３

０
０
〃
２
β
〃
２
２
０
０
１
０
０
０
０
１
２
０
０
０

１
２

Ｊ

０
０
５
３
９
３
３
４
８
７
９
４
５
３
４
５
４
８
５
２

Ｊ
１
５

４
７
３
１

２
１

１

０
６
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１ １
７
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１ ０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
８
２
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２９

２
６
２
Ⅲ
〃
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１

５

２ノ
Ｊ
１
２
３
４
５
６
７
９
ｎ
ｕ
⑬
咀
肥
Ⅲ
皿
羽
詔
仙
田

１ １
５
２
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｆ
Ｍ
Ｆ
Ｆ
Ｍ
Ｆ
Ｆ
Ｍ
Ｆ

１）Eachpuppywasgiven200infectivelarvaeinagelatincapsulo2）Examinationoftheliver，

lungs，trachea，heart，esophagus，diaphragm，kidney，spleen，muscleandlargeintestinegavenegative

results、３）Arabicfiguresshowthenumberofthird-stagelarvae，italicsfourth-stagelarvae，bold

arabicimmatureadults，andgothicmatureadults．

例では，表４に示す如く多くの幼虫が皮層内に存在して

いたが，１隻がすでに肺に移行しているのが認められ

た２４時間後の所見では，皮層内にまだかなり多数存在

しているが(図21)，移行の早いものは肺および気管に達

しているのが認められた(図22)．２日後では，やはり皮

層，肺，気管から幼虫が検出されたが，それと同時に移

行の早いものは小腸に達し，その壁内から見出された．

３日後の所見では，なお少数の幼虫が皮膚に残存してい

たが，すでに小腸に達したものがかなりあり，その一部

は小腸壁内に，一部は小腸腔内に存在し，そのうち１隻

は第４期幼虫となっていた．これらの時期は幼虫の回収

が困難であった．４日後では，なお少数の幼虫が小腸壁

から見出されたが，多くのものは小腸腔内で第４期の発

育を開始していた(図23）５日後では発育の早いものは

第５期に達していた．その後，時間の経過とともに小腸

腔内の第４期幼虫は脱皮して第５期となり，９日以後は

第５期未熟成虫のみで占められるようになった．宿主糞

便内にはじめて虫卵を認めるのは経口感染と同じく，感：

染幼虫接種13日後からであった．

経皮感染においては経口感染におけるより成虫にまで

発育する率が少ない．すなわち，１３日から40日までの回

収成虫数を平均してみると28.9隻で，これは投与幼虫数

の14.4％，推定侵入幼虫数の16.6％にあたる．経口感染

の54.3％に比して低い．しかし，ＡルＭ"αe"Ｓｃは仔犬

に対し，経口的にも経皮的にも感染し，成虫にまで発育

することが明らかとなった．

Ｃ、Ａ、ハz`si"'αe"ｓｅとAcqyJα"/α`"Ｊとの発育上の

差異

（２６）
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Table4MigrationanddevelopmentofA，肋s〃αe"selarvaeinpuppiesaftercutaneousinoculationD．

Number2）anddevelopmentalstage3）ofwormsrecoveredfrom
Days
after

lnocu-

lation

Sｅｘ

ｏｆ

ｈｏｓｔ

Ｎｏ．of

larvae

not

invaded

Tissueofsmall

intestine Ｃａｖｉｔｙｏｆｓｍａｌｌｉｎｔｅｓｔｉｎｅ Ｔｏｔａｌ
Tra‐

SkinLungschea
ＩⅡⅢⅣ～ⅧＩⅡⅢⅣＶⅥⅦⅧ

２ノ
ゾ
１
２
３
４
５
６
７
９
ｕ
田
阻
皿
皿
朗
羽
仙

１ ８
７
４
４
８
１
８
４
７
７
４
１
４
５
１
４
４

１
３
３
１
２
２
５
６
３
１
１
１
３
２
４
４

３
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１）２００infectivelarvaeinafewdropsofwaterwereplacedontheabdominalskin．２）Examination
oftheliver，heart，spleen，kidney，esophagus，diaphragm，muscleandlargeintestinegavenegative
results、３）Arabicfiguresshowthenumberofthird-stagelarvae，italicsfourth-stagelarvae・bold
arabicsimmatureadults，andgothicmatureadults．

まずＡ伽珈αe"Ｓｃの仔犬腸管内における発育の速

度を，本種に最も類似していると考えられるＡｃｃｌｙｈ

"iα`''2と比較してみると(YoshidaeZaJ、1974,ｉｎｐｒ‐

ess)，Ａｃａｙ〃"加加は経口感染時においてＡｌ【`s/‐

''2αe"Ｓｃと同様，感染幼虫投与２日後に第４期幼虫が出

現し，６日後に第５期未熟成虫が出現する．しかし，は

じめて宿主糞便内に虫卵を見出すのは14日以後であり，

ＡＡ"s〃αｅ"Ｓｃよりややおそいようである．一方,経皮

感染においては，Ａｃｅ<ツル'2/c""ｚは３日後に第４期幼

虫，７日後に第５期未熟成虫が出現し，１４日以後に虫卵

を認め，上述のＡＡｚＭ，ｍｅ"Ｓｃの発育速度よりやや遅

いようであった．

ＡｃＺｚ`ｍｅ"小の感染幼虫を仔犬に経口的あるいは経

皮的に投与した場合，虫体が成熟するには約１カ月を要

するので，上記の２鉤虫とは根本的に異なる．

つぎに，Ａ、烏ｚＭ７ｚａｅ"ScとＡ・ｃａｙｍ"ic",刀との間に

は仔犬に感染幼虫を投与して後の各時期において常に前

者の発育がよく，サイズが大きいことが認められた．図
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．
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-AkIlsimHonu，…………A1U-U-lj-1｣1ｍ

Figure29Comparisonofbodylengthｏｆｆｅｍａｌｅ

ｗｏｒｍｓｂｅｔｗｅｅｎＡ・AzJs〃αe"ｓｅａｎｄＡ・cayル

フzzc""zintheircourseofdevelopment．
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194

兵庫県および京都府の狸に本鉤虫の自然感染が認められ

たことになる．
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考察

現在までに世界で記載報告されたAncylostoma属の

鉤虫種は表６に示す如き26種である．その１から23まで

の種はYamaguti（1961）のSystemaHelminthumに

リストアップされている．また，Ｒｅｐ（1963）のリスト

にはYamagutiがあげたものの他にＡ・Per"ic/Cs""ｚ

(24)があり，YamagutiのリストにあるＡ・ｈｚＭ"αe'1sｅ

(5)とＡ・giJso"/(23）を欠いている．YorkeandMal)‐

lestone(1926)には，１，２，３，６，９，１５，２０，２１，２２お

よび23の10種が記載されている．Ａ・ｌｆａｍＪＣａｅ(25)(Ｋａ‐

lkanandHansen､1966)とＡ,ｓｉａＡｅ"sis(26)(Khanum，

1967）とはYamagutiおよびＲｅｐのリスト以後に新

種の記載がなされたものである．

lｕＰ

’２１４１６１８２０２２２４

inI001im

…_…_.…AOOllOniOUm

２３４５６８１０
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－１．１(usimaOⅡｓｏ，

Figure30Comparisomofbodylengthｏｆｍａｌｅ

ｗｏｒｍｓｂｅｔｗｅｅｎＡ・ん"sか"αe"ｓｃａｎｄＡ、ｃｃＩｙルー

〃ic"mintheircourseofdevelopment．

Ｔａｂｌｅ６ＡｌｉｓｔｏｆＡ"QyZosZomaspeciesreported

intheｗｏｒｌｄｕｐｔｏｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔ．
29および30は両種鉤虫の雌雄について，感染幼虫経口投

与後２日から24日の間の各時期に回収した第４期幼虫，

第５期未熟成虫および成虫の体長の増加の状態を示した

ものである．第４期および第５期のごく初期においては

両種ほぼ同長であるが，発育が進むにつれＡ・肋s〃α‐

e"sどの方が急激な体長の増加を示すことがわかる．そ

して完熟虫体もＡ・AzM"“"Ｓｃの方が大である．これ

らの所見は両種の差異の１つということができる．

Ｖ、京都府産狸におけるＡ，旅IU8mae"8ｅの寄生状況

1970年の１月から３月の間に京都府の北部，熊野郡で

７頭の狸を入手し，その腸管を検査したところ，７頭全

部にＡ・肋s〃αe"Ｓｃの寄生を認めた．その寄生状況は

表５に示す如くである．従って現在のところ，宮崎県，

Ａ、〃o`ん"山（Dubini，1843）

Ａ、"α/αlyα"""Z（Alessandrini，1905）

Ａｂ７ａｚｉＺｉｅ"Sｃ（deFaria，1910）

Ａ・Ｃｅ､ノル"伽、（Looss，1911）

Ａ、伽s〃αe"seNagayosi，１９５５

Ａ．ｃα"i""，〃（Ercolani，1859）

Ａ、Ｚ肋αq/bγ'"ｅ（Zeder，1800）

Ａ、６"cHcIyZLeRouxetBiocca，１９５７

ＡＰＺ"γicZC"Zα、"Z（Alessandrini，1905）

Ａ、αγ〃"αgZiaiM6nnig，１９３１

Ａ．'αγα血o此"α比Biocca，１９５１

Ａ．Ｚo"ge⑫ｉＭａＺ""Z（M6nnig，1938）

Ａ・gaZagUiBerghe，１９３６

Ａ．、"Air/sMicheletti，１９２９

Ａ・CO"妙αが（Solanet，1911）

Ａ・ノカeSchCZe7iM6nnig，１９３８

ＡｉＰｅｒｏａｏ'zZaZ"ｍＬｅＲｏｕｘｅｔＢｉｏｃｃａ､l957

AbicZb"ｓ（Molin，1861）

Ａ､ノヒZPo"iczJ"zFukuokaetKatsurada1926

A．’'zi"i"Z``"Ｚ（Linstow，1906）

Ａ・m6yceZisYorkeetMaplestone，１９２６

Ａ”"cro"α〃"Ｚ（Molin，1861）

Ａ、giZsomGedoelst，１９１７

Ａ､ＰＣ伽ciosl`、（Linstow，1879）

Ａ・ＺａｊｍＪｅａｅＫａｌｋａｎｅｔＨａｎｓｅｎ，１９６６

Ａ．S〃/ie"sisKhanum，１９６７
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Table50ccurrenceofA"QyZosZoma肋s〃αｅ"se

inbadgerscollectedinnorthern

partofKyotoPrefecture．

Numberof

AkzJSimae"Sｃ
Dateofcollection
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Figs、１－５ＭｏｕｔｈｐａｒｔｏｆａｄｕｌｔｗｏｒｍｏｆＡ、ノh`si"zae,,Sｃ（200×）：LExperimentalinfectionin

puppy，６０days，２．NaturalinfectioninbadgerinKyotoPrefecture，３．Naturalinfectionin

badgerinHyogoPrefecture4・ＮａｔｕｒａｌｉｎｆｅｃｔｉｏｎｉｎｄｏｇｉｎＫｙｏｔｏＰｒefecture、５．Naturalinfe‐

ctioninbadgerinMiyazakiPrefecture

Figs6-lOCopulatorybursaofmaｌｅＡＩ(ﾊﾉﾉ',αど"ＳＥ(90×）：６．Experimentalinfectioninpuppy，

６０days、７．NaturalinfectioninbadgerinKyotoPrefecture、８．Naturalinfectioninbadger

inHyogoPrefecture、９．ＮａｔｕｒａｌｉｎｆｅｃｔｉｏｎｉｎｄｏｇｉｎＫｙｏｔｏＰｒefecturelO・Naturalinfection

inbadgerinMiyazakiPrefecture・

ＦｉｇｌｌＤｏｒｓａｌｒａｙｏｆＡ・肋s/"zae'2Sｃ（470×）．

Figl2SpiculeandgubernaculumofA・た！(sﾉﾉ"αe"Sｃ（340×）．

（２９）
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Ｆｉｇｌ３ＦｉｎｅｐｏｉｎｔｏｆｓｐｉｃｕｌｅｏｆＡ，ﾉＭｓﾉｿﾞﾉZQe"Sｃ（400×)．

Fig.１４ＴａｉｌｅｎｄｏｆｆｅｍａｌｅＡ，ルイｓｉ，"αc"Sｃ（200×)．

Figl5TransversestriationsontheｃｕｔｉｃｌｅｏｆＡ．A"s/ﾉﾉZac"scadultworm（270×)．

Figsl6-171nfective-stagelarvaｏｆＡ・ﾉhｲ；""α"lsc（640×）：１６．Ｈｅａｄ17．ＴａｉＬ

Ｆｉｇｌ８０ｖａｏｆＡＡ"sil'zac"Sｃ（300×)．

Figs，19-20Fourth-stagelarvaofAk"sﾉﾉﾉﾉαcﾉ２８Ｇ，３daysafterorallarvalinoculation（200×）：

１９．Ｈｅａｄ，２０．Ｔａｉｌｐａｒｔｏｆｍａｌｅ

Ｆｉｇｓ、21-22Third-stagelarvaofA・ん,（sﾉﾌﾞ"αe"SF，２４hoursaftercutaneouslarvalinoculation

（300×）：２１．Larvacollectedfromtheskin、２２．Larvafromthelungs、

Fig.２３Fourth-stagelarvaofAA"s'"zaF'１３G．４daysaftercutaneouslarvalinoculation（300×)．

3０
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Ｆｉｇ２４ＭｏｕｔｈｐａｒｔｏｆＡ・Ca)ﾉJα"/α"〃（200×）．

Ｆｉｇ２５ＭｏｕｔｈｐａｒｔｏｆＡｂγα二/Z/e"Sｃ（189×）．

Ｆｉｇ２６ＭｏｕｔｈｐａｒｔｏｆＡｋ(Ｍ"αe'1sascanningelectronmicrograph（300×）．

Figs27-28Scanningelectronmicrographsoftransversestriationsonｔｈｅｃｕｔｉｃｌｅｏｆａｄｕｌｔｗｏｒｍ

（3000×）：２７．ＡＣＥ､ﾉﾉα"/cw"Ｌ２８．AklLsﾉﾉﾉﾉαe"sｅ

が，本論文で指摘した如く，両者は異なる．現在わが

国にはＡｃｅｺﾉJα'1/α"〃は鹿児島県および沖繩県に分布

することが著者らの最近の調査で明らかとなってきた

が，Ａｂﾉｰα之///e"ｓｅの存在する確実な証拠はない（横

川・謝，１９６１；吉田・岡本，１９７２；岡本他，1973)．

次に，８－１１，１３，１６，１７，２５，２６の９種は，著者は実

際の標本を見ていないので確定的なことはいえないが，

文献上で判断する限り，明らかな形態的特徴を有してい

たり，あるいは精細な記載があるところから一応独立種

この26種のうち著者が実際に標本を検査して独立種と

の確信を得たものは１から７までの７種である．この７

種の中で，Ｒｅｐ（1963）はＡ・’'１ａＺａＪﾉα""'〃(2)をＡ

血o此"αZｅ（１）のsynonyInとしているが，これは明ら

かな間違いである．またＲｅｐはＡ・ｃＧｙｈ"/c""』(4)を

Ａ６γαziZ/e"ｓｅ(3)のsynonymと主張して多くの論文

を発表してきたが，1968年にそれまでの説を徹回し，別

種説に変った（Rep，1968)．またYamaguti（1961）は

Ａｋ"s/"zae"ＳｃをＡ・けα之/此"Ｓｃのsynonymとした

（３１）
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る．Ａｓ/α/）ぜ"sjs(26）はＡ、ノhvsﾉﾉ"αe"sどの記載以後に

新種として発表されたもので，内腹歯がＡｋｌＭ"αｅ"Ｓｃ

より大きいと述べている．

要するに，十分な記載がなされ，あるいは記載以後，

他の研究者によって検討が行なわれ，独立種であること

が一般に認められている鉤虫の中でＡＡ"s/"ｌａｅ"Ｓｃに

最も近い鉤虫は何かというとＡｃＱｙ此"/α"〃というこ

とができる．そこで本論文では特にAcevZα"/α"'2と

の差異を重点的に追究し，両種は形態的にも生理・生態

的にも異なることを示した．

次にＡＡｌＭ"αe"sどの和名について，永吉(1955)は

狸アンキロストーマとしているが，日本寄生虫学会和名

統一委員会の従来の方式に従うと，ズピニ鉤虫，犬鉤

虫，アメリカ鉤虫･…というようになっているので，本

種の和名はその学名を生かし，串間鉤虫とする方が他の

鉤虫の和名とそろってよいのではないかと考える．原記

載者である永吉康祐博士も同意しているので，この和名

を提唱したい．

結論

Ａ"Qy/osro"!αAz（sﾉﾉ"αe"seNagayosi，１９５５の成虫な

らびに感染幼虫の形態の再検討を行ない，かつ生活史を

明らかにし,本種が独立種であることを確認した．また，

本種に串間鉤虫という和名を提唱した．

と考えられる．またＡＺｏ"geJWcw/α/【‘"Z（12)(Noda，

1952）はＡｍ６ａＣｌ/ｂ７"!e(7)のsynonymであることが

一般に認められているが，その他の１４，１５，１８～24の９

種は原記載が非常に不十分であったり，その後の確認が

全くなかったりで，独立種かどうか疑わしく，今後の検

討にまたねばならない．就中19はネカトール属の１新種

として報告（福岡・桂田1926）されているのでAncy‐

lostoma属のものではないようである．

さて本論文はＡ、ル"３Ｊ"zae"Ｓｃの独立,性について述べ

たものであるが，上記25種のAncylostomaと可能な限

り比較してみることにする．すなわち，２対の腹歯をも

つものをあげてみると，１，２，３，４，９，１１，１３，１４，１８，

２１，２３，２４および26の13種である．主な差異のみをあげ

ると，Ａｌ剛si'"αc"ＳｃとＡａＺＭｅ"ル(1)とは交接嚢

の肋条の形態で，Ａ〃laZqyα"""z(2)とは雌虫尾端の形

態で，Ａｂγαｚ//ｌｉｂ"se(3)とは肋条および腹歯の形態で，

Ａ、CCI)ﾉZα"iα"〃（４）とは本論文で指摘した如く，腹歯お

よび横紋理の形態で，それぞれ異なる．上記の虫種につ

いては著者が実際の標本を検査してその結論に達した．

次に文献上から，Ａ・のZ"（ｃＪｅ"ｔａＺＷ"(9)は口腔の背縁

に２対の突起(notch）があり，ＡＰα'一α`"Ｍ７Ｍｅ(11）

とは肋条の配列が異なり，ＡｇａＺａｇｏｊ(13）はKatanga

のキツネザル(Ｃａｍｇｏｃγａｓs/cα"αａｍｓ)から，たった２

隻の雄を得て新種の記載がなされたもので，内腹歯の内

側にＡ・血o火"此よりも著明な副歯をもっているの

が特徴ということなのでＡノｈＭ"αど"Ｓｃとは異なる．

Ａ、，"”A伽(14)はアフリカのスカンク（MeP肱ｉｓｚｏ河‐

』ん)から得られたものであるが大形の鉤虫（雌体長15～

１８ｍｍ,雄体長12～１５ｍｍ）であるのでＡﾉh(s/'"αど"ｓｅ

とは異なる．ＡＰｅｒ"/c/Cs"'〃(24）はハンブルグおよび

アムステルダムの動物園のネコおよびトラから得られた

ものであるが，交接刺の長さは1700～１９２０/ＩとＡ・

た"s伽αe'1sｅの約２倍ある．Ａ、６肱"＄（18）はブラジル

のハナグマの１種Ｍs"αＵαγ/Ｃａおよびアライグマの

１種BOC:yo〃ｃα"Criuor"Ｓから見出され，２対の腹歯

をもつこと以外精細は不明で，その後の研究も全くな

い．Ａ、、JﾉceZis(21）はCujabaのサルの１種Mycα“

ＣＯγαｼαから見出されたもので，１隻の雌だけによって

記載が行なわれ，その後の研究もなく独立I性は不明確で

ある．Ａ、ｇ/JSC"ｉ(23)は，アフリカおよびインドネシア

のリスの１種Sbi'`γz(ｓの”Uoszhiから見出されたもので

Biocca（1951）によれば，これはＡｃａ)ノル,zicw,〃と形

態的差異はないというのでＡ、た"s/"Jae"Ｓｃとは異'な

本研究の実施に際し，標本の提供，調査への援助その

他種々の便宜を与えられた宮崎県串間市串間病院長，永

吉康祐博士に感謝する．また兵庫県産狸に寄生する鉤虫

の標本を提供された大阪府立大学農学部獣医学科，野田

亮二教授に感謝する．
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I Abstract I
! :

MORPHOLOGY AND LIFE HISTORY OF ANCYLOSTOMA

KUSIMAENSE NAGAYOSI, 1955

Yukio YOSHIDA, Kaoru KONDO, Seigo OKADA, Kenji OKAMOTO,

Hiroshi KURIMOTO, Kiyoshi ODA and Yoshiharu SHIMADA

{Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyoto, Japan)

In 1955, Nagayosi described a new ancylostome collected from the small intestine of

badgers in Miyazaki Prefecture, Kyushu, Japan, and named it Ancylostoma kusimaense. After

that, Yoshida (1965) found this ancylostome in a stray dog in Kyoto, and he described its adult

morphology comparing with the related ancylostomes. In Systema Helminthum, however,

Yamaguti (1961) treated A. kusimaense as a synonym of A. braziliense. His conclusion seems

to come from his former study that he identified an ancylostome collected from badgers in

Kyoto Prefecture as A. braziliense (Yamaguti, 1935). However, his description and illustration,

(33)
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especially the arrangement of lateral rays of copulatory bursa, is not consist with that of A,

braziliense but A. kusimaense or A. ceylanicum according to the present knowledge after Bioc-

ca (1951). The present authors recently examined 7 badgers captured in Kyoto Prefecture for

hookworm, and found A. kusimaense in all of them (Table 5). Noda, in 1951, also reported A.

braziliense in badgers in Hyogo Prefecture. The present authors examined his specimens which

were kindly sent to us from Professor Noda, and reached the conclusion that those were not

A. braziliense but A. kusimaense. Although A. ceylanicum was found in man (Ohama, 1941 ;

Yokogawa and Hsieh, 1961) and in dog (Yoshida and Okamoto, 1972) in the southern islands be

long to Kagoshima and Okinawa Prefecture, no evidence was known on the distribution of A.

braziliense in Japan.

The present paper indicates not only the morphology of adult worms and infectives-stage

larvae of A. kusimaense but also the feature of development of this hookworm in the host.

1. Morphology of adult worm. The mouth part and copulatory bursa of several sources

of collections of A. kusimaense are shown in Figures 1-10 and 26. The most characteristic of

this species is the shape of ventral teeth, that is, the comparative size of inner ventral teeth

with outer ventral teeth is smaller than that of A. duodenale, and is larger than that of A.

ceylanicum (Fig. 24) and A. braziliense (Fig. 25). The contours of the inner and outer ventral

teeth are also different from those of other ancylostomes. The copulatory bursa is not different

in shape from that of A. ceylanicum. As shown in Figures 6-10, the externo-lateral ray is

widely separated from the other two lateral rays whose points lie close together. A new

differential point of A. kusimaense from A. ceylanicum was found on the surface structure

of the adult worm by the scanning electron microscopy. The distance between the transverse

striations of A. ceylanicum is 7.7-9.8 y. (Yoshida, 1971a), whereas that of A. kusimaense is

9.5-12.7 fx. Furthermore, the feature of the striation is different between the two species,

that is, the striation of A. ceylanicum is irregular and narrow, whereas that of A. kusimaense

is straight and wide (Figs. 27 and 28).

2. Morphology of infective-stage larva. The infective-stage larva of A. kusimaense has

prominet transverse striations on the sheath as Shinkado (1959) already pointed out. This

point and measurements (Table 2) indicate that the infective-stage larva of A. kusimaense is

hardly distinguishable from that of A. ceylanicum except the body-length of the former species

is somewhat shorter than the later.

3. Development of worms in the host. 200 infective-stage larvae were orally given to

each of 20 puppies which were 2-3 months of age, and also cutaneously given to 17 puppies.

As shown in Table 3 and 4, puppy is highly susceptible to A. kusimaense especially in case of

oral infection. The ova was first found in the host feces 13 days after larval inoculation both

in oral and cutaneous infections. This premature period of A. kusimaense was one day shorter

than that of A. ceylanicum. Furthermore, the body-length of developing worms both in females

and males was always longer in A. kusimaense than in A. ceylanicum as shown in Figures 29

and 30.

The differences of A. kusimaense from other 25 species of ancylostomes (Table 6) were

discussed, and this ancylostome was considered to be a distinct species with confidence.

( 34 )




